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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期
第３四半期
連結累計期間

第85期
第３四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年12月31日

自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （百万円） 138,946 108,652 184,800

経常利益 （百万円） 8,695 4,013 9,062

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主に帰

属する四半期純損失（△）

（百万円） 6,033 △2,020 4,265

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7,485 △1,416 4,201

純資産額 （百万円） 70,076 59,436 66,792

総資産額 （百万円） 112,827 93,604 100,870

１株当たり四半期（当期）

純利益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 234.51 △81.04 165.78

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.1 58.2 61.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 5,383 10,990 8,153

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △5,976 △2,687 △7,131

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,528 △2,157 △2,859

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 10,013 16,167 10,150

 

回次
第84期
第３四半期
連結会計期間

第85期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2017年10月１日
至　2017年12月31日

自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金

額(△)

（円） 135.05 △10.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

４．１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎となる普通株式の期

中平均株式については、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会

社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出しています。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準を遡って適用した後の指標等となっています。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものです。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（2018年４月１日～2018年12月31日）における世界経済は、先進国を中心に緩やかな

拡大が続きましたが、下半期に入り米中貿易摩擦の深刻化や中国経済の減速懸念等により先行き不透明感が高まり

ました。

　当社グループが属する電子機器・電子部品業界においては、車載向け部品需要が概ね堅調に推移した一方で、ス

マートフォン向け部品需要の成長鈍化が鮮明になってきました。

　当社グループにおいては、主要顧客向けヘッドセットの販売数量及び価格が低下し、非常に厳しい事業環境と

なってきています。これに対して、当社グループは、ベトナム地域で早期退職者を募集し、また減損により固定資

産を圧縮する等、最適な生産体制の再構築に取り組みました。また、車載向け製品事業を今後の事業の主軸とすべ

く組織体制を強化しました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は108,652百万円（前年同期比21.8％減）、営業利益は3,620百

万円(前年同期比58.2％減)、経常利益は4,013百万円（前年同期比53.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は2,020百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益6,033百万円）となりました。

 

　セグメント別の業績は、次のとおりです。

 

[スピーカ事業]

　車載用スピーカ・スピーカシステムは、一部顧客のプレミアムブランド向け製品の販売数量が減少した結果、売

上高が52,719百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益が3,365百万円（前年同期比14.9％減）となりました。

 

[モバイルオーディオ事業]

　主要顧客向けヘッドセットの販売数量及び価格が低下したことから、売上高が51,348百万円（前年同期比34.8％

減）、営業損失が、19百万円（前年同期は営業利益4,271百万円）となりました。

 

[その他事業]

　小型音響部品事業や「フォステクス」ブランドの製品を含むその他の売上高は4,721百万円（前年同期比6.4％

増）、営業利益は273百万円（前年同期比37.5％減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　総資産は、主に棚卸資産の減少により前連結会計年度末に比べ7,266百万円減少して93,604百万円となりまし

た。負債は、主に借入金の増加により前連結会計年度末に比べ91百万円増加して34,168百万円となりました。純資

産は、主に自己株式の増加により前連結会計年度末に比べ7,356百万円減少して59,436百万円となりました。また

自己資本比率は、前連結会計年度末比3.3ポイント減の58.2％になりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第３四半期末における現金及び現金同等物の残高は、以下に記載のキャッシュ・フローにより16,167百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ6,016百万円増加しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、たな卸資産の増減額が9,398百万円減少となったこと等により10,990百万円（前

年同期比104.1％増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、設備投資等により2,687百万円（前年同期比55.0％減）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は、自己株式の取得等により2,157百万円（前年同期比41.2％増）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題
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　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,860百万円です。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,931,051 26,931,051
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数は100株

です。

計 26,931,051 26,931,051 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年10月１日

～

2018年12月31日

－ 26,931 － 6,770 － 6,896

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

     当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしています。

 

①【発行済株式】

2018年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　1,907,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　25,013,000 250,130 －

単元未満株式 普通株式   　　10,551 － －

発行済株式総数 26,931,051 － －

総株主の議決権 － 250,130 －

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれています。

２　「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式110,600株（議決権の数1,106個）につきましては、「完全議決権株式（その他）」に含めて表示

しています。

 

②【自己株式等】

2018年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

フォスター電機株式会社

東京都昭島市つつじが丘

１丁目１番109号
1,907,500 － 1,907,500 7.08

計 － 1,907,500 － 1,907,500 7.08

（注）１　「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式110,600株（0.41％）は、上記自己株式に含めていません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成していま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,704 15,255

受取手形及び売掛金 21,744 21,713

電子記録債権 499 462

有価証券 2,310 2,473

製品 26,582 21,328

原材料 7,972 5,152

仕掛品 2,075 1,174

貯蔵品 425 274

短期貸付金 0 0

未収入金 841 690

その他 1,473 1,767

貸倒引当金 △15 △28

流動資産合計 73,614 70,263

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,717 9,233

機械装置及び運搬具（純額） 6,515 4,432

工具、器具及び備品（純額） 3,056 2,814

土地 1,151 886

建設仮勘定 679 991

有形固定資産合計 21,120 18,357

無形固定資産   

ソフトウエア 307 215

借地権 816 765

その他 176 158

無形固定資産合計 1,300 1,139

投資その他の資産   

投資有価証券 2,743 2,313

長期貸付金 30 30

長期前払費用 543 161

退職給付に係る資産 778 780

繰延税金資産 439 249

その他 309 309

貸倒引当金 △9 －

投資その他の資産合計 4,835 3,844

固定資産合計 27,255 23,340

資産合計 100,870 93,604
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,053 9,184

電子記録債務 60 －

短期借入金 3,353 3,090

1年内返済予定の長期借入金 1,250 6,863

未払金 4,316 3,320

未払法人税等 627 688

未払費用 1,946 2,001

賞与引当金 693 804

その他 651 833

流動負債合計 25,953 26,788

固定負債   

長期借入金 7,098 5,455

繰延税金負債 422 1,196

退職給付に係る負債 140 226

役員退職慰労引当金 8 11

株式給付引当金 46 80

資産除去債務 240 243

その他 169 165

固定負債合計 8,124 7,380

負債合計 34,077 34,168

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,770 6,770

資本剰余金 9,394 9,394

利益剰余金 48,068 44,819

自己株式 △2,156 △6,655

株主資本合計 62,077 54,328

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 776 563

為替換算調整勘定 △410 △51

退職給付に係る調整累計額 △382 △357

その他の包括利益累計額合計 △15 154

非支配株主持分 4,731 4,952

純資産合計 66,792 59,436

負債純資産合計 100,870 93,604
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

売上高 138,946 108,652

売上原価 119,389 94,922

売上総利益 19,557 13,729

販売費及び一般管理費 10,894 10,109

営業利益 8,662 3,620

営業外収益   

受取利息 67 103

受取配当金 27 35

為替差益 100 292

雑収入 423 325

営業外収益合計 618 757

営業外費用   

支払利息 173 149

雑損失 411 214

営業外費用合計 584 364

経常利益 8,695 4,013

特別利益   

特別利益合計 － －

特別損失   

減損損失 165 ※１ 2,401

特別退職金 － ※２ 1,235

特別損失合計 165 3,636

税金等調整前四半期純利益 8,529 376

法人税、住民税及び事業税 1,711 836

法人税等調整額 389 1,013

法人税等合計 2,101 1,849

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,428 △1,473

非支配株主に帰属する四半期純利益 394 547

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
6,033 △2,020
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,428 △1,473

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 192 △213

為替換算調整勘定 852 242

退職給付に係る調整額 11 27

その他の包括利益合計 1,057 56

四半期包括利益 7,485 △1,416

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 7,105 △1,849

非支配株主に係る四半期包括利益 380 433
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 8,529 376

減価償却費 6,159 3,552

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △32 △3

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34 80

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26 12

賞与引当金の増減額（△は減少） 515 108

減損損失 165 2,401

特別退職金 － 1,235

受取利息及び受取配当金 △94 △139

支払利息 173 149

為替差損益（△は益） 16 18

売上債権の増減額（△は増加） △7,113 △44

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,807 9,398

仕入債務の増減額（△は減少） 3,401 △4,206

未収入金の増減額（△は増加） 247 130

未払金の増減額（△は減少） 275 △485

その他 819 442

小計 7,221 13,029

利息及び配当金の受取額 94 139

利息の支払額 △173 △149

特別退職金の支払額 － △1,182

法人税等の支払額 △1,758 △846

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,383 10,990

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △1,258 △1,683

有価証券の償還による収入 193 2,077

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △4,362 △2,802

無形固定資産の取得による支出 △102 △99

定期預金の増減額（△は増加） － △120

短期貸付金の増減額（△は増加） 2 0

長期貸付けによる支出 △1 △4

長期貸付金の回収による収入 6 5

長期前払費用の取得による支出 △191 △28

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△261 －

その他 △0 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,976 △2,687

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 427 △278

長期借入れによる収入 368 5,175

長期借入金の返済による支出 △1,013 △1,249

配当金の支払額 △1,160 △1,154

非支配株主への配当金の支払額 △150 △149

自己株式の取得による支出 △0 △4,499

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,528 △2,157

現金及び現金同等物に係る換算差額 97 △128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,023 6,016

現金及び現金同等物の期首残高 12,037 10,150

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 10,013 ※ 16,167
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　当社グループのIFRS適用子会社は、第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」を

適用しています。これにより、約束した財又はサービスが顧客に移転された時点で、当該財又はサービスと交換に

権利を得ると見込む対価を反映した金額で、収益を認識しています。本基準の適用にあたっては、経過措置として

認められている本基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しています。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の利益剰余金の期首残高は73百万円減少しています。また、当第３四半期

連結累計期間の売上高、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ11百万円減少しています。

 

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しています。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　減損損失

当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しています。

 

会社名 場所 用途 種類 減損損失

フォスター　エレクトリッ

ク（ベトナム）Co., Ltd.

ベトナム

ビンズォン

事業用資産

 

機械装置及び運搬具 1,059百万円

工具、器具及び備品 15百万円

建設仮勘定 115百万円

ソフトウエア 4百万円

長期前払費用 83百万円

 
 

 
 小計 1,278百万円

フォスター　エレクトリッ

ク (クアンガイ) Co.,Ltd.

ベトナム

クアンガイ
事業用資産

建物及び構築物 12百万円

機械装置及び運搬具 90百万円

工具、器具及び備品 8百万円

ソフトウエア 2百万円

長期前払費用 35百万円

   小計 149百万円

豊達電機（南寧） 有限公司
中国

南寧市
事業用資産

建物及び構築物 206百万円

機械装置及び運搬具 134百万円

工具、器具及び備品 276百万円

借地権 44百万円

   小計 662百万円

PT フォスターエレクトリッ

クインドネシア

インドネシア

バタム
遊休資産

建物及び構築物 27百万円

機械装置及び運搬具 14百万円

工具、器具及び備品 0百万円

土地 266百万円

その他無形固定資産 0百万円

   小計 309百万円

   合計 2,401百万円

　当社グループは、固定資産を事業用資産、共用資産及び遊休資産にグルーピングしており、遊休資産について

は、物件毎にグルーピングしています。

　上記の事業用資産および遊休資産については、帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として

特別損失に計上しております。回収可能価額は正味売却価額あるいは使用価値により測定しています。

　正味売却価額は売却見積り価額から処分費用見積り額を控除して算定しています。使用価値は将来キャッシュ・

フローを17.3％又は18.1％で割り引いて算定しています。
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※２　特別退職金

当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　携帯電話用ヘッドセットの生産性の向上や最近の需要動向に鑑み、生産体制の最適化を図るために、フォスター

エレクトリック（ベトナム）Co., Ltd.、フォスターエレクトリック（ダナン）Co.,Ltd.及びフォスターエレクト

リック（クアンガイ）Co.,Ltd.において早期退職者の募集を行い、当該早期退職者に対し支給した割増退職金等で

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

です。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

現金及び預金 9,239百万円 15,255百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △207　〃 △324　〃

満期日または償還期限が３か月以内の有価証券 982　〃 1,235　〃

現金及び現金同等物 10,013百万円 16,167百万円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年12月31日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2017年６月22日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 643 25.00 2017年３月31日 2017年６月23日

2017年10月30日

取締役会
普通株式 利益剰余金 516 20.00 2017年９月30日 2017年12月６日

（注）　配当金の総額には「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金2百万円が含まれています。

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2018年６月21日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 904 35.00 2018年３月31日 2018年６月22日

2018年10月30日

取締役会
普通株式 利益剰余金 250 10.00 2018年９月30日 2018年12月６日

（注）　配当金の総額には「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金1百万円が含まれています。

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

(3）株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2018年８月30日開催の取締役会決議に基づき、自己株式3,122,500株の取得を行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が4,499百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が6,655百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２
 スピーカ事業

モバイルオー

ディオ事業
その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 55,825 78,746 4,374 138,946 － 138,946

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 62 62 △62 －

計 55,825 78,746 4,436 139,008 △62 138,946

セグメント利益 3,954 4,271 437 8,662 △0 8,662

（注）１　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去です。

２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「モバイルオーディオ事業」セグメントにおいて、遊休資産に係る固定資産の減損損失を165百万円計上していま

す。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２
 スピーカ事業

モバイルオー

ディオ事業
その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 52,719 51,348 4,583 108,652 － 108,652

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 137 137 △137 －

計 52,719 51,348 4,721 108,789 △137 108,652

セグメント利益又は損失

（△）
3,365 △19 273 3,620 0 3,620

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去です。

２　セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「モバイルオーディオ事業」セグメントにおいて、事業用資産に係る固定資産の減損損失を2,091百万円計上して

います。

　「スピーカ事業」セグメントにおいて、遊休資産に係る固定資産の減損損失を309百万円計上しています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）
234円51銭 △81円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社株主に

帰属する四半期純損失金額（△）（百万円）
6,033 △2,020

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額又

は親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（百万

円）

6,033 △2,020

普通株式の期中平均株式数（株） 25,729,709 24,927,851

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

　　　２．「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式を、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めています。

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均

株式数は、前第３四半期連結累計期間が55,500株、当第３四半期連結累計期間が110,805株です。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第85期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）中間配当については、2018年10月30日開催の取締役会におい

て、2018年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う事を決議いたし

ました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　250百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　10円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2018年12月６日

 

（注）配当金の総額には「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金1百万円が含まれています。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０１９年２月８日

フォスター電機株式会社
 

  取 締　役　会　御中  

 

 有限責任監査法人 ト ー マ ツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　津　　田　　良　　洋　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　宮　　下　　　　　淳　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォスター電

機株式会社の２０１８年４月１日から２０１９年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０１８年

１０月１日から２０１８年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０１８年４月１日から２０１８年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の２０１８年１２月３１日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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